
このたびは本機をお買いおめいただきましてまことにありがとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」巧び別冊の r 工事説明書」をよく読んで、 
正しく使用してください。 

この r 取扱説明書 J は、別冊の「工事説明書」、保証書と共に必ず保管してください。 
•取扱説明書、工事説明書を紛失された場合は、お買いホめの販売店にご相談ください。 
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田安全のために必ずお守りください 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用ずるために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

•ここに示した表拥ま、誤った使いかたをしたときに生じるち書が損害の程度を次の表示で区分し、説明して 
いまず。 

g か 一_ Aim - 1この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が 

警告 （ WARNING ) 黯さ!!鑑 I 旨し帶認纖の可能性び 

八 > 、^ , .>■ ■、 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が 

ま芦 ( CAUTION ) 傷害を葛う可能性や物的損害の発生び想定される 

_ _内容を:のししし 'ぶ9。_ 

お守0いただく内容を、次の絵表示で区分していまず。 


0®0(D® 

A 

ns 


この絵表示は、「禁止」されている内容です。 


この絵表示は、「注意」していただく内容でず。 


この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 



告 （ WARNING ) 


女ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しない 
で < ださい。 

み量の混入でち、火災の原因になります。 



C — ^ か…、ノ壁 I 


女給排気筒（管，ホ ~ス)外れを険 

給排気筒（管、ホース）が外れたまま使巧しない 
で < ださい。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
J 巨険し^す。 / — 、 、 


— ^ ガソリン禁止 

[★給排気 筒トップ閉そ く危晚 

給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで 
使用しないで < ださい。/みさがれているとさは、 
除雪して < ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です。。 I .lUiLMI 



0 


★巧類の乾燥厳禁 J 


巧類などの乾燥には使用しないでください。 
乾燥するとス I -- プの熱気でゆれて落下して、 
火災の原因になりまず。 


辦1‘ 


0 



女温風吹出□ をふさがない^ 

衣類、紙などで温風吹出口や空気取入口をふさび 
ないで < ださい。 

衣類、紙などでみさぐと、異常燃焼が火がの原因 
になりまず。 





★スプレー吿 厳禁； 

スプレー吿传カセットこんろ用ボンベなどを 
ストーブの上や前（周囲に）や温風のあたる 
ところに放置しないでください。 

熱で生の圧力び上がり、爆発して危険です。 



0 







田を全のために必ずお守りください 



告 (WARNING) 


★定期点横の実施 

定期的口年に1回程度）に点検•整備を受けて 
くださし、。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危険でず。 

点検•整備はお買い求他の販売店や資格者の 
いる店に依頼してください。 


★ご自身での据付け•移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や朝赏者にご依頼ください。 
(ストーブを移設させる場合も同じです。） 



〇 




Q 



意 ODAUTION) 


★カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいむのを近づけないで<だ 
さい。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 
ストーブの熱気で着火して乂災が発生するおそれ 
があります。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の 
据付け例を参照して < ださい。 


★巽常時使用禁止 

万一異常を感じにとさは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれがあります。 


異常!, 


国" 

EH- 


0 



0 


★給油時消火 

給油は、必ず漱し、 

他に火の気のない 

某もび。/り結。氏消义 

★高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後:ま、高温部、給排気筒トップ、 
天板ガード、オーブン、取手、アッパーボックス、 
ガードなどに手などをふれないでください。 
やけどのおそれがあります。 


女温風 I し直接あたりなし、 

温風や輯射熱に直接長時間あたらないでください。 
低温やけどや、脱水症状になるおそれがあります。 
温風を直接服い込まないでください。気分が 
悪くなることびありまず。 


MS 


0 



接触禁止 


★ミ巧遞れ壁輝 

油タンク•ゴム製送油管•接合部•給油コックおよび 
機器等からの灯油漏れがないことを確認の上 
ご使用ください。 

灯油が漏れていると乂災のおそれがあります。 


( 漏れを確認:> 


ゴム製送油管 



〇 













意 （ CAUTION) 


I ★やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。振動や接触に 
よってがかんの熱扇びこぼれ、やけどのおそれ 
があ0ます。 



0 


女 指や異 物を入れない 

ガードの中や温風吹出□や空気取入□などに、 
指和可燃物、針金などの異物を入れないでくだ 
さい。 

けびや火災のおそれびありまず。 



0 


★給排気筒付近の可燃物近接禁止 ★分解修理の禁止 


給排気筒トップの近 < に、灯油传可燃物など引火 
のおそれのあるちのを置かないでくださし、。 
乂災のおそれびあ0ます。 



0 


★電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり 
傷付たり束ねたり、物をのせた D 加工 
しないでください。また、電源プラグ 
を抜くとさは、コードを持って引さ 
掠かないでください。 

電源コードが破損し、火災や感電の 
原因にな0ます。 


0 


故障、破損したら、使用しないでくだ 
さい。 

不完全な修理は、危険です。 

★な這使用の禁止； 

改造して使用しないでください。 

また、ストープ和給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

火がや、排ガスが室内に漏れる原因 
となり、危険です。 


分解禁止 

0 


★電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンセントに根元まで 
確実に差し込んでください。 

(また、傷んだプラグがゆるんだコン 
セントは使用しないでください。） 

火がの原因になりまず。 が^ 

城れた手での旅さ善しはしない ( 
で < ださい。 . 

感電の原因になります。 ^ 


〇 


jl 四叫 


★長期間使用しないときは電源プラグを巧< ，★電源プラグのお手入れをする 


長期間使用しないとさは電源プラグ 
をコンセントから振いて < ださい。 
火災和予想しない事故の原因となり 
ます。 


C 

電源プラクを抜く 


とをどきは電源プラグを抜き、ほこり 
(及び金属物）を除去してください。 
(ほこ0や異物がたまると湿気などで 
絶縁不良になり）火災の原因になり 
^ 0 


〇 


3 





の安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


★高地(標高1日 00 m な上)では使用禁止 1 ，★腰をかけたり物をのせない 


酸素濃度び薄いので不完全燃焼しまず。 

1 000〜15日日 m の場所では再調整び必要です 
ので販売店へお問い合わせください。 



0 

使用禁止 


★巧面にま意 


ほこりや、タノ（コの煙などにより、温 
風吹出口周辺の床面び巧れたり変色 
することがあ0ます。 

また、熱に弱いジュータンや床の上 
で長時間使用ずると、変色したり、そ 
り返ることがありますので、熱に強い 
マットなどをひいて < ださい。 


A 

ミ主意 


ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないで 
ください。ストーブの故障や、和けどのおそれび 
あります。ストーブの上に巧びんや、水を入れた 
ちのなどを置かないでください。水びかかると 
漏電や故障のおそれびありまず。 



0 


i ★可燃性ガス使用聲也 

ス I -ーブを使用している部屋で、可燃 
性ガスび発生ずるもの（ガソ1」ン、ベ 
ンジン、シンナー）、 スプレーを 使用 
しないで < ださい。 

火災が故障の原因になります。 


★お子様やお年寄りのご偉卸こま意： 

お子様やお年寄り、体のご不自由なちびお使いになる場含は、やけどなどについて、 
周囲の人が充分にミ主意してください。 


0 

使用禁止 

〇 



願い （ NCmCE) 


★な油の廃棄 


•灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求がになった販売店にご相談ください。 


回使用する場所 


果的に使用するために 

1^1 i 


Q 



♦温風の循環を妨げるものがない場所に設置 
して < ださい。 


♦外気に接する窓の下や壁側に設置すると 
効果的です。 


•熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることがあります。 
熱に強いマットなどを敷いてください。 


〇 


4 








3 各部のなまス 















圆さ部のなまえ 


操を•表示部のなまえとをいかた、 r 点巧」- r 点滅」の意味 


聲 ft 


設定っじ 
温度し 一 f 時 


コ□ン 


室内 I つ n 
温度しし/^分 


運転ランプ 

点滅 . 予熱中です。 

点な . 運転中です。 


セーブランプ 

•セーブ運転が設定されています。 


タイマーランプ 

点灯 . タイマー運転待機中です。 

点滅 . タイマー時刻を設定中です。 


パワーモニター 

燃焼状態に応じて、点灯するランプの数が 
変わりまず。 


運転セ-ブタィマ- 


パワーモニター 
微少弱 中 強 

fff • 




「手動 火力調節1 

強1^ ; 

中 \ I 

弱 \ I 

し微かじ J 

fiMiSai— 


己切 



運転 


6 













デジタル表示部 


温度- 時計 台わせボタ ンボタン 

温度の設定、時計の設定に使います。 

I— 团^^用前の準備」 の 瞧時刻の設定をな雨 、 
「固使いかた」 の 留晶調節のしかた（自動運転) 、 
L タイマー運輯のしかた j 参照 


セーブボタン 

セーブ運転の設定•解除をおこないます。 

「囘使いかた」 の 出ーブ運乾のしかた I 参照 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこなうとをに使います。 

「固使いかた」 の参照 


火力調節つまみ 


•手動運乾 . 

目盛「微少」〜「強」の間で希望の火力位置に 
合わはまず。 

•自動運乾 . 

目盛「自動」に合わせるとルームサーミスタ 
による自動運転になりまず。 

r 固使いかた」 の 欄丽1 、 
節のしかた（自動運輕 )1 参照 


運転みむ y チ 

運転の入•切をおこないます。 

「固使いかた」 の {^^( DU ¥ it 、 
鼠かしが H 、 参照 


夕つ v — 運 


温度時計 

• 〇 


設定 

温度に—叫時 


室内 f ,n 
温度 [ ju | 分 


温度時計 

〇 参 

淀 f —〇 
量度し f 時 

• • 

? 内 I つ广 

遮 P つ I 分 

/nnfe 時言 十 

〇 〇 

淀 r ~^ 

言度 I じ H 時 


室内！つ广？ 
温度 I 一い 一 < 分 


温度時計 
〇 〇 


麵 



■温度表示 
設定温度 . 

1日で〜32むまでの設定温 
度を選択でさます。 

室内温度 . 

一9む〜3日でまで表示し 
ます。 

■低温表巧 • 局温表 7J\ 

「しコ」 . 

室内溫度び一10むし U 下 

「片 ， 」 . 

室内温度が3目でし^上 

■現な時刻表時 

現在の時刻を表示します。 


I タイマー運輯時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅 
し cK 9 〇 


■故障•異常により自動消 
火したとをの エラー 表示 
自己診断機能により、 

異常時に 「 EE い〜 
「がぶ7」 を表おします。 
(「画]故障•異常の見分け 
かたと処置方法」 参照） 









互使用前の準備 


燃料 


( D 燃料は、な油 （ JIS 1号な油）を必ず使用してくださし、。 


A 警告 


I がソリン厳聲 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶刘1こ 
使用しないでください。 

少量の混入でち、火災の原因になります。 



(§) 

ガソリン禁止 


♦ガソリン、シンナーおよびこれらび湿入した灯 
油、変質灯油、巧れた打油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 

•丹油は、がず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で阿油専用容器を使って保 
管して < ださい。 


f 灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます。 
(火の気のないところでおこなってください。) 


〇丹油 _ L X ガソリン 



濡れたままです。 I すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 



油タンクに給油する。 

•油タンクの給油□みたをはずし、好油を市販の給油ポンプで 
油量計を見ながら給油して < ださい。 

•給油の際は、給油ロフイルターを取り去らないでくだごい。 



給油の際にこぼれた灯油をふきとる。 

•給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみがた 
まっていれば給油口つィルターをいったん取0はずし、給油 
□から市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水がご 
みなどを吸いだして < ださい。 


3給油口ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れのま意 




•燃焼中に灯油がなくなると消火します。 

このときデジタル表示部に 「も？引又は5」 を表示し、異常びあったことを知らせまず。 

油タンクに口油があるのに 「ん？，？」又は「5」 び表示するときは、送油経路のつまり、空気たまりび 
考え日れます。このようなときは、 「回使用前の準備」 の I 給油のしかた I 伽 もおむ!巧 和 「回使用 
前の準備」 の I 点乂前の準偏と罹^ 「定油面器のリセットボタンのセット」 を参照して送油経路の点檢をし 
てください。_ _ _ 

•再運転する場合は、本体温度が充分下びってか5油タンクに給油し、 「運転スイッチ」 を一度 「切」 にしてか 
ら 「入」 にしてください。 













空気抜さの方法 


•送油管の違中が山形になったり、もつれたりしていまずと、送油管 
の中に空気がたまってミ由が流れないためにス I -ーブは含」文は 
IEE ，弓」を表示して運転しません。 

このようなときは切下の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよ引こを意してください。） 

①バルブを全開にする。 

③ 送油管に山形搞齡がないように平らにする。 

领ストープ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端 
をバケツなど灯油をためることができる容器に入れはずれないよう 
に固定する。 

④ バルブを全開にし、送油管か b 灯油に空気が混じらない状態で連続 
して流れ出ることを確認ずる。 

ミ主意；バルブを全開にしてち打油がまったく出ない場合は油タンク 
とス トーブ本体との落差(約 30 cni 必要)がない場合ちあります 
ので確認-処置してください。 

⑤ 確認できた b バルブを全閉にする。 

©送油管をストーブ本体に接続する。 

③バルブを全開にする。 

風ストーブ本体の側面にある赤色の リセ ッ ト ボタンを下へ1回巧す。 
屬)ストーブを運転する。 


空気 送油管 




※製品の側面にあります 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

ストーブの置台、または送油経路(油タンクや送油管の接続部など）に油漏れがないか確かめてください。 
万一、油漏れしている場合は必ずお買いホがの販売店に修理依頼、または当社にご相談ください。 


給気ホース-排気筒接続の確認 

給気ホース*排気筒が正しく接続されているか確認してください。がれていると運転中に排ガスが漏れ 
大変危険です。 


ストーブ周辺の確認 

ス I -ー ブの周辺および給排気筒トップの周圓に引火物や可燃物を置かないでください。 

定油面器のリセットボタンのセット 

定油面器の赤いリセットボタンを、下へ]回巧してください。 

点火するたびにセットずる必要はありませんが、シーズン初めや、本体設置場所を 
変更したとき、または巧震自動消火装置び作動したあと再運転するときは、 U たット 
ボタンをもう一度、押しなおしてください。 

/-お願い- 

• U セットボタンは日秒じ(上押し続けたり、カラーを外して押さないでください 。 rri リた、卜 
♦定油面器から口油があふれたり燃焼び継続しないことびあります。 一 


1」セット 



カラー 





回使用前の準備 


電源プラグをコンセント（家庭用 
八じ1日日\/)に確実に差し^^^む。 

♦デジタル表示部は「-」表示されまず 

ので、現在の時刻をセットしてください。 



④「時計ランスが、点滅か5点打に変わり、設定が完了し 
まず。 



. 旧田 I 、_ 


①③ 



(運転停止中にしかできません) 


現在時刻が午後7時1日分の場台 

① r 時」または「分」のボタンを1度巧す。 

r 時計ランプ」が'点ミ威します D 

② デジタル表示を見なが5「時」のボタンを押して r 巧」に 
含わせる。 

® デジタル表示を見なが引分」のボタンを押して「ぶ」に 
ちわせる。 


時 

it 

-ラ 

ン 

プ 


•ストーブの時刻表示がズレる場をは、コンたントを一度抜いて、ち 
う一度達し込み直して、時刻を設定してみてください。それでも直 
らないとをはお買い求めの販売店までお問い合わせください。 
•ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを抜い 

て再通電した場合、デジタル表示は「-」表示されまずので、 

現在の時刻を設定して < ださい。 


温度時計 
〇 ♦… 


設定 

温廈 


室内 

遍廣 


に! 


10 


時 


分 


運転 fe- フタィマ- 
〇 〇 〇 


パワーモニター 

微少弱中強 
0 0 0 0 


ir 省電力機能， 

•時計表示中に、日分間経過しますと、省電力機能が働いて、デジタル表 
お部が「消な」して、電力の消費をおさえます。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイツチ料がのどれかのボ 
タンを押ずと表示しまず。 

運転スイッチを巧ずと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー待機 
中この機能は働きません。） 


I 换入 


運転 




現在時刻の設定のしかた 


•「時」 • 「分」 のボタンは、…度巧ずごとに1時間または1分間ずつ進み 
まず。押し続けまずと連続的に進みます。 

•時刻合わせをずる場をは、 「時計ランスが 点滅している間に 「時」•「分」 
のどちらかのボタンを巧して<ださい。 

時刻合わせができなかった場合は、もう一度 「時」 または 「分」 のボタ 
ンを押してやり直してくだごい。 


デジタル表示部 


計 • \時 \分 

日、I • - 

% 定厦 巧麼 
設温 室温 








(手動運敲の例） 



-ミ 5?臀 


さ ni み 
跃疋 
ご曰が 
/皿お 


室巧 

こ•巧な 
•'皿な 


ID 


時 


分 


運軍云セ- ブタイト 
• 〇 〇 


パワーモニター 

微か弱中強 
0 0 0 0 


司使いかた 


点乂のしかた 


①油タンクのバルブつまみを「全刷にずる。 


②「運転スイッチ」を押して「入」にする。 

•ブヴー音がして「運転ランプ」が点滅します。 

• r 温度ランプ」が点灯し、デジタル表示部に室内温度を表示します。 


③約180秒後に自動のに点乂し、「運転ランプ」が点口に 
変わりまず。 

r -お願い-^ 

•ご購入されて初めて使用されるとをに、製品の塗料やパッキンなど 
が焼けることによって、においや煙が出る續含びありまず。 
このような場含は、お部屋の窓（給排気筒トップ取巧け場所より離 
れた巧）をかし開け、半日か51日程度、「強」運範をしてくださし、。 
•初がて運転するとさは、送油経路に充分燃料が供給されていないた 
め、一回で点火しない場をがありまずから、しばらく待ってからも 
う一度点火操作をおこなってください。 

参]〜2回点火操作をして、点火しなかった場合、何回ち点火しない 
でください。バーナー内に灯油びたまります。販売店にご連絡くだ 
さい。 

万一'灯油びたまったことに気付かずに点火したときは、「運転スイ 
ッチ」を巧しなおして「切」にし、たまった灯油げ燃えつさるまで待 . 
ってください。 このとさ、電源プラグをコンセントか!5抜かないで 
<ださい。 

♦点火後約目分間は、温度調節に関係なく 「弱燃焼」 で予備燃焼します。 
•点火後約3分間は、対流用ファンは回りません。 

•室温が0でし i (下の場合は、点火までの時間は約7分になります。 






温度ランプ 


運転ランプ 



イ1 





固使いかた 


運転セ—ブタィマ- 
参 〇 〇 


パワーモニター 
銜少弱中強 






手動乂力調節 

強！’ 

中’， 

謁 

微少 


白動 I 


②④ 


:，雄ち■^跑 

;磬お 



凸切 


運転 


運輯を〜ブ タイス- 
参 〇 Q 


パワーモニター 

微か弱や強 
• 〇 〇 
\ 一 A 


乂力調節のしかた（手動運転) 


火力調節は、 「乂力調節つまみ」 を目盛 r 微少」〜 r 強」 の間で自由に調節して 
<ださい。 

r パワーモニター」 が、目盛の位置に応じて点灯します。 

' お願し、 > 

点乂後約目分間は、予備燃焼のため「弱」燃焼しますので、乂力調節は 
でさません。 


室温調節のしかた（自動運転) 


•自動運範は、お部屋の温度をできるだけ一定に保つための運転方法です。 
♦室温の調節は、自動運転をしている場含でしかできません。 

f 購入後、初めてお使いになる場合は、「,?別（20で）が設定温度となります 。I 


① r 义力調節つまみ」を目盛り「自動」の位置に合わせます。 

デジタル表示部に、現在の室内温度と設定温度 r ，ろご」 び表示され、自動 
運転とな0ます。 

② 「時」または「分」のボタンを一度巧ず。 

ブヴー音がして r 温度ランプ」 び点滅します。 

③ 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見ながら、 「▲」 ボタンを押しまず。 

④ 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見なびら、 「▼」 ボタンを押します。 





乂力調節つまみ 


温度ランプ 










運きミ t -ツタイマ- 

• 甲 〇 


パワーモニター 
摘か弱や強 

参参参参 


②「セーブボタン」を巧ず。 

「セーブランプ」が消打し、解除されまず。 

f -お願い- 

セーブ運転を連続して使用しますと、ガラスにすずが付くことがあり 
ます。ときどきセーブ運転を解除し、火力を「強」燃焼で]〜2時間燃 
焼させてください。 


① 

② 


•温度設定をする場合は、「温度ランプ」び点滅している間に「▲」 • 「▼」ボタンのどちらかを押してくだ 
さい。設定できなかった場合はもう一度押して、やり直してください。 

•温度設定は、10む〜32む、室温表おは、一9む〜3日むまで表示します。 

•室温表示は室温び-10でし^下の場合「 L 〇」、3目むし^上の塌合は「卜/ ,」と表おします。 

•設定されに室温にコント□ールするために自動的に火力を調節します。 

•一度設定温度をを坡ますと、その設定温度を記憶していますので、変更をしない限り、「消乂」後再運 
転ずる場合ち同一設定温度になります。 

-お願い- 

室温調節は、ストーブの位置や部屋の大きさなどで、必ずしも前面パネルの「デジタル表示部」の室内 
温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、ルームサーミスタを、工事説明書の（ルームヴーミスタの配,憂 pi が：を参照し 
て、適切な位置に付け替えてください。 


セーブ運転のしかた (自動運転中にしかでをません) 


•セープ運乾は、自動運転中に室温び設定温度より、約2で上昇すると自 
動的に r 消火」しまず。また設定温度まで下がると、自動的に「再点乂」し 
まず。 


設定のしかた 
® 「セーブボタン」を巧ず。 

「セーブランプ」び点口し、設定されまず。 

解除のしかた’ 




設定 
屈度 


室内 

温度 


み::' 


10 


好 


四入 

Q 切 


運転 





セ—ブランプ セ— TV ホタン 







固使いかた 


運輯セ-ブタイマ- 
0 〇 


バワーモニター 

樹が弱中強 
0 0 0 0 
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•手動火力調節， 

強 \ Tn 

中’ I ,: 

弱’！ i 
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タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


f タイマー運転をする場合は、 「巧使用前の準備」 の 規在時刻の設定の! 

しかた に従って、時刻をわせをしてからでないと、タイマー運転で 
さません。 

V J 



このス1-ーブのタイマー運転は、 

■ ^ 

室温によるタイマー点火時刻の自 

その時の室温により自動的に夕 

動変更 

イマー運転による点火時刻を変 
え、希望の時刻にはお部屋を暖 

1己 DCLU 上 一 設定時刻 

か< しておさます。 

日む〜1日む 一 設定時刻の1日分前 

(室温1日むし:^下の場合） 

V _ 

日む！;(下 一 設定時刻の2日分前 

J 

設定のしかた 



di 午前別寺3日分に設定したい場合 
①「タイマーボタン」を押ず。 

初めて設定ずるときはデジタル表示部の表示び 

「-」表示に変わり、「タイマーランプ」が 

点滅します。 

@デジタル表示を見なが5「時」のボタン 
を巧して「 S 」にちわせる。 

③デジタル表示を見なが5「分」のボタン 
を巧して「みご」に合わせる。 



④「タイマーランプ」が点滅している間に 
「運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 

少し待つと、「タイマーランプ」び点阿してデジ 
タル表示は現在の時刻を表示してセットび完了し 
す 0 


• r 時」-「分」 のボタンは、一度押すごとに1時間 
または10分間ずつ進みます。押し続けますと 
連続的に進みまず。 

•時刻含わせをする場合は、 「タイマーランプ」 び 
点滅している間に 「時」-「分」 のどちらかの 
ボタンを押してください。 

•設定できなかった場をは、もう一度 「タイマー 
ボタン」 を押してやり直してください。 


Ik 










消乂後しばらくは巧流用ファンは回転し続けます。その後自動的に停 
止します。 

巧流用つァンが止まるまで、電源プラグを抜かないで<ださい。 

-お願い- 

•ストーブの消乂は電源プラグをコンセントか日抜きとったり、スト 
—ブをゆずって消してはいけません。 

•外出ずるとをは、必ず消乂して<ださい。 

♦長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いて 
おいてください。 


消乂後再点乂するときのを意 


-お願い- 

♦タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、 「タイマーボタン」 を押して 
「タイマーランプ」 の点滅中に、 「運転スイッチ」 を 「入」 にずるだけで同一時刻で設定が完了します。 
•「運転スイッチ」 を押して、 「運乾ランプ」 が点滅しているときに、 「タイマーボタン」 を巧ずと、 「タイマ 
ーランプ」 が点滅し、かし待つと 「タイマーランプ」 が点灯したットが完了します。 

♦タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


解除 のし かた 

タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこなぃにぃ場を。 

〇「運転スイッチ」を押して「切」にずる。 

一[タイマー運転の解除] 

@「運転スイッチ」を再度巧して「入」にずる。 

一[通常運転開始] 

タイマー量転のま意事項 

f -お願い- 

•通常運転中に 「タイマーボタン」 を巧すと、消乂して 「タイマー運乾」 

の状態になり、タイマー運転時刻に自動的に点火します。 

♦タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に 
「タイマーボタン」 を巧すと、1日秒間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電があったときや、ストーブを揺らして対震 
自動消火装置が作動したとさは点火しません。 


_ 消火のしかた 

①「運較スイッチ」を押して「切」にずる。 

♦ r 運転ランプ」がしばらく点滅してから、消口します。 
•デジタル表示部は、現在の時刻を表示しまず。 


運 

ン 

プ 


温度時計 

〇 参 


設定 

旧お 
观た 


室内 

温度 
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nn 

UU 


時 


巧 


運転トフタ巧- 
…〇 〇 〇 


パワーモ—夕一 

微少弱中強 
0 0 0 0 


消乂後すぐに再点火すると、過熱防止装置が作動したり、異常音が出ること 
がありますので、しばらく冷えるまで待ってから再点火してください。 



運転 
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入切 


運転スイッチ 


ぶ 








固使いかた 


使用上のま意 


A ま意 


★高温部接触禁止 

燃焼中ゃ消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、天板ガード、オー 
ブン、取手、アッパーボックス、ガードなどに手をふれないでくだ 
ごい。やけどのおそれがあります。 


接触禁止 


•ご使用中に、においがしたり目がしみる場台は、給排気筒 
やパッキン部か！5も排ガスがもれていることび考えられ危 
険でず。使用するのをやめてお買い巧めの販売店にごホ目談 
<ださい。 

•ス I ブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないでください。 

ス I -- ブが給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分び結露し和ずくなり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスが室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーブの寿命を短くする原因にもなります。 

•屋外の給排気筒トップび雪に埋ちれたり、結氷していない 
か、曰常点検してください。 


熱交換器 



0 


0 


•長期間使用しない場合辟、使用期間び終わりましたら、必 100^^ ^ ^ 

ず電源プラグを振いてください。 [[ 

ほこりがちれびついて発火することがあります。 

L げドご^^ 離プラグを抜< 

•このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていまずが、 1^/ 載扇プラグ 

雷の条件によってはストーブび故障することがあります。 

雷が発生したら電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
ると安全です。またス I ブをいためることちありません。 

♦油成分が多量に飛散する場所では使用しないでください。 

•ス I -ーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び混入するおそれがありまず。 

•使用中、停電传電源プラグがおけた後に再通輩しまずと、デジタル表示部に 「も 5剧び表示されま 
す。このような場合の再点火は、しばらく待ってストーブの本体温度び充分下びってか b おこなっ 
て < ださい。 

•正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じります。又炎はある程度片寄ったり、ゆれるこ 
とがありますび異常ではありません。 


/つンセント 


電源プラグ 


6 







オーブンの使いかた 



★オーブン、オーブン取手、トレイは高温に 
な0まずので、やけどにミち意してください。 
取扱いのさいは必ず手袋をはめてくだごい。 



•附属品のトレイを才ーブン室のに入れてお使いください。 

才ーブン室内の温度は燃焼状態によって異なりまずが、目安とし 
て「強」火力(最大)で約180た。「微か」火力(最少)で約1日日むとな 
りまずので、お好みの温度になるよラに乂力調節をしてお使いく 
ださい。 


•燃焼中才ーブンの取手は高温になりまずので、才ーブンの開閉は 
「才ーブン取手」をご利用ください。 


^取手を使用しないときは、ちサイドパネルの巧にかけておいてく 
ださい。 



^ 重^^^^^^^^^^ TO ® 


-I- i"l 

オーブン 
り取手 

み !_I 
























国安全装置 


•安全装置び作動するのは何!5かの異常があるときでずから、下記の処置をしても正常にな5ないと 
さは、お買い巧めの販売店にご相談<ださい。 

•安全装置げ作動した場合は、「運転スイッチ」を押し r 切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を押して「入」にしてください。（再点乂操作） 


を全装置 

はたらを 

処 置 

巧震自動消乂装置 
が弓 

•運転中にストーブ本体が地震(震度約日し:/上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、火ぶなどの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

•タイマー運輯中に弓を表した場ち、夕 
イマー運転は解除されます。 

•地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど巽常がないことを確認し 
てから再点乂してください。 

点火ち全装置 
が，？ 

•点乂ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとをに、運転を停 
止します。 

•点火ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したときはバ 
ーナー底にな油びたまりま 
す。たまった灯油をふを取 
ってから、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電安全装置 
がご 

•運転中に停電や電源プラグを抜<などして電 
源が切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

•再び通電されてわ運転しません。 

•タイマー運転中に停電があった場含、タイマ 
一運転は解除されます。 

•再点火操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
します。 

燃焼制御装置 

EE 6 

•燃焼中に炎が消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

の再点火操作をします。 

過熱防止装置 
が；，？ 

•巧流用 ファンモー ターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブが異常過熱したとを、また 
は ファンフイ ルターにほこりがつまった場合 
に、乂災などの危険を防ぐために燃焼を停止 
しよ苗 0 

•フアンつィルターのほこり 
を取り除いてから、再点火 
操作をしまず。 

•処置をしてち、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してくだごい。 

EE 表示は安全装置が作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、 「网故障•異常の見分けかたと処置ち法」 を参照してください。 

-お願い- 

ずベての処置は必ずストーブ 
を消乂し、本体温度が充分下 
がってからおこなってください。 


Ik 




3 点検-手入れ 


点検-手入れをおこなうときは 


•点検•手入れをおこなうときは、ス I -ーブを消乂し、ストーブが充分冷えてから、必ず電源プラグを损 
いておこなって < ださい。 

•部品に触るとをや、内部を掃除するとをは、手をけがしないよラに、手袋をはめておこなってください。 
•ス I -ーブをベンジン、シンす一などでふかないでください。変色します。 

•電装部品が燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


★周囲の状態， 

•ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えが 
ずいをのを置びないよラにして<ださい。 

•ストーブはいつを清潔に掃除して<ださい。 

巧れたままのご使用は危険のちとでずし、スト 
ーブのいたみを早めます。 

•給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物びないようにしてください。 

★ほ马鸟 

•ストーブについたほこりや汚れは、掃除機で吸 
い取ったり固 < しぼった;'需れ雑巾などでふさ取 
ってください。 

女臭気 • すず 

•燃焼中に排ガスのにおいがしたり、給排気筒卜 
ップか b ずずが出ていないか確認して<ださい。 
異常びあれば販売店に連絡してください。 


★油漏れ、油のたまり、油のにじみ 

•送油経路やス I —ブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみがあるかどうかを調べる。給油の 
とさこぼれた巧油はよくふをとって<ださい。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れがなくなったことを確 
認してから点火操作をしてください。 

★惡由鲁 

•□ム製送油管を少しなげてひび割れしていたら 
交換して < ださい。 

•ホースバンドのゆるみがあれば締めなおして< 
ださい。 

•ゴム製送油管は2年に]度は新しいわのに交換 
されることをおすすめしまず。 


1箇巧に1回む上 


★ガラス炎筒 

•ガラス炎筒がずずで巧れて<るような場合や、 
ひびや割れがある場合は、販売店に相談の上、 
修理交換してください。 

★攝木 


★フアンフィルター 

•ス I -ーブ背面のフアンフィルターを引さ上げて 
取り出し、電気掃除機などでほこりを取り除い 
てください。 

X •つアンフィルターを取り付ける時、対流用モータ 
一と接触しますので注意して取り付けてください。 


♦擬木び割れていないか点検し、細かく割れてい 
る場合は交換してください。 


























回点検-手入れ 


1箇巧に1回1^上 


★反射板のほこり； 

•ストーブの反射板にほこりびたまった場合は、ガードの両 
端を上方へ持ち上げ、下端を手前へ引いて、ガードを取り 
はずしてから、乾いた巧でたまったほこりをふき取ってく 
ださい。 



teff 富だ…■囚 

★通ろ ンク I 

•給油ロフイルターびごみやほこりで目づまりし 
ますと、給油時に給油口よりあふれ出たりしま 
ず。給油□フィルターを取出して、付着したご 
みやほこりを取0除いて < ださい。 


女油タンク內の水 

•油タンクに水がごみがたまっているようでした 
ら、ドレン巧さや、油タンクのストレーナなど 
からたまった水作ごみを取り除いてください。 


★電源プラグ-コンセント 

•電源プラグ、コンセントにほこりやちれびたまると火災の原 
因になることげありまず。3箇月に1〜2回電源プラグをコ 
ンセントから抜いて、付着したほこりや巧れを取り樣いてく 
ださい。 


★定油面器のストレーナ 

•足油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ス I -ーブの格納 
(シーズンオフ）のとを、なのように巧油で洗淨してください。 
①油タンクのバルブを閉故る。 

③定油面器のストレーナの取出□に容器をあてびっておき、 

2本のねじをはずして、ストレーすを说をだす。 

③ストレ…ナを丹油で洗浄する。 

® ストレーナをもとどおりに取り付け、こぼれた'灯油をふさ 
とる。 

©油タンクのバルブを開く。 

⑥油漏れがあるかないかを点検する。 




1シーズンに1回な上 


★パ ッ キン 

♦燃焼中、室内ににおいびこちるよラな場合は、 
とくにま意して点検してください。 

•ガラス炎筒とバーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交換器の接続部 
• 点乂ヒーターの取り付け部 


i ★点乂 ヒーター 

•点火ヒーター及びパッキンび古<なり、切れた 
0、ずさまなどがあると、点火不良及びガス漏 
れの原因にな0ます。 

(販売店にご相談ください） 










シーズンに 1 回に Lh 


I ★燃焼リング、バーナー、熱交換器 I 

•燃焼 U ング、バーナ ー 、熱交換器は高温にな0まずので焼損することがあります。とさどさ点巧し、 
変形や焼損していた b 早他に修理してください。（販売店にご相談ください） 


[女給排気筒、排気筒 


ご使用中、においがしたり目がしみる場含は、給排気筒、排気筒やパッキン部から排ガスがもれて 
いることび考え6れ危険でず。点検後お買い求めの販売店にごホ目談ください。 


•給が気筒やが気筒の接続郎の外れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、ときど去点横して、異常があればなおしてください。 


■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリングの U ング)は耐熱性のちのですが、2〜3年で炭化す 
ることげあります。ゴムの硬化及び割れなどがある場合には、においや排ガスびもれるおそれびあり 
ますので新しい部品に交換してください。 


■給気ホースがふさがっていないか点検してください。 



〇|」ング 

禮類 

運動巧 0 U ング 

呼け'径 

P 39 4種 C 

が賢 

シ U コンゴム 


地震などの災害が発生したときの点横について 


•地震などにより製品に振動、衝撃び加わったときは、運旣をずる前に必ず次の点検を実施してくださし、。 


点 横内容 ： 

•機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りのがれ、漏れの点検 •送油経路からの油漏れの点検 

女点檢で異常がみつかったとをや点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目がしみる 
場合は、使用を中止して、販売店または別紙の r お窒療相談窓己一覽 "1 に修理依頼をしてください。 


ぶ 







園定期点検 

長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長 <、より良い燃焼で快適に 
安全にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買いおめ店、又は修理賣格者 
C (財）日本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者（石油 
機器技術管理±)など〕のいる店、当社などにお問い含わせください。 

定期点検の内容 

内 ~容 

•定油面器■ストレーナの掃除 •油タンクの水抜き 

•送油経路の油ちれ 

•電気配線-安全装置のはたらさ•操作部品-動く部品のはたらき 
•点火ヒーター、燃焼 IJ ング、ゴム製送油管 

♦本体の部、フアンカバー、巧流用送風機、ブ□アケース（ブ□アモーター）’ 
♦各接続部のパッキン、0リング•給排気筒の接続、つまり 


項 目 
送油経路の点検- 
掃 _除 

機能部品の点検， 
確 認 

消耗しやずい部品 
の点検■交換 

掃除-点検-整備 






哥法定点検（長期使用製品安全点検制度) 


•この製品は消費生活用製品安全法(消安法）に定められた特定保守製品です。 

♦特を保守製品は、お客様自身による保守が難しく経年劣化による重大事故の発生のおそれがある 
ため、消安法により長期使用製品安全点検制度の対象に指定された製品です。 

♦点ネ矣期間に法定点検(有償）を受けていただくことが求められています。 

•この製品の設計標準使用期間は日年としていますが、製造年から7年後の6月から9年後の6月まで 
を法定点橫期間と設定しています。（具体的な法定点検期間については本体に表示していまず。） 

ご登録いにだいた所有者情報に基づさ、点検通知を送付いたしまず。 


•特定保守製品とは… 

「消費生活巧製品のうち、長期間の使胤こ伴い生ずる劣化(経年劣化）によりす-全上支障が生じ、一般消 
費者の生命又は身体に対して特に重大な盾害を及ぼすおそれが多いと認められる製品であって、使巧 
状況等からみてその適切な保守を促進することが適当なもの(消安法第2条第4項）として指定された製 

口 □でず。 

♦法定の点横期間が到来した5点検を受けましょう。 

•特定保守製品は、経年劣化による重大事故を防止ずるために、製品毎に設定された点検期間中に点 
検を受けることが製品の所有者の責務としてホ故られていまず。（消安ま第32菜の 14) 

本製品に表示されておりまず点検期間が到来しましたら、忘れずに点検を受けましょう。 

•なお法定点検後も使用を継続する場合には、こまめに （1 〜2年)法定点検に準じた点検を受けること 
が本製品を安全にお使いいただくために必要となりますので、ご注意ください。 

•法定の所有者登録をしましょう。 

• 特定保守製品の所有者は、この製品の製造(輸入)事業者に法定の所有者登録をずることが求められ 
ております。（消安法第32条の8第1項及び第2項）製品に同栖した「所有者票」に記載して投函又は1；( 

下の連絡ち法にてご登録をお願いします。未だご登録がお済みでないちや、所有者登録の巧容に変 
更が生じた場をには、速やかにご登録をお願いします。ご登録されていませんと点検通知の送付が 
でさまはん。 

• ご登録いただいた所有者情報は、消安法、個人情報保護法あび当社規定により適切な安全対策のを 
とに管理し、法定点検、1」コール等製品安全に関するお知らせをする場合外には使用致しません。 
•所有者票びお手元にない場合は、お問い合わせ連絡先にご連絡ください。 

■戸斤有者登録の方法 

.所有者票(返信 y V 力‘キ)でのご登録 

製品に同堀されている所有者票に必要な事項を記載の上「保護シール」を貼りが-け返送願います。 

• インターネットでのご登録 
下記のアドレスから登録いただけまず。 
http;//www.t 日 yotomi.jp/IOken .旨 tml 
• 電話でのご登録 

株式会社トヨトミサービス課日曰 2-822-1 144へご連絡ください。 

受付時間は、受付時間/平曰9 : 00-17 : 00 

※年末年始や夏休み等当社の休日については、下記のアドレスからご覽いただけまず。 
http://www.toyotomi.jp/profile/office/inclex.html 

♦法定の点横通知をしまず。 

法定の所有者登録をいただいたちに、ま定の点検通知をいたします。（消安法第32乗の] 2) 

引っ越し等で所有者登録の巧容に変更が生じた場音には、上記の変更登録をお願いしまず。 

変更登録をされませんと点検通知の送付びできません。 





圆法定点検（長期使用製品安全点検制度） 

【本製品の設計標準使用期間について】 

本製品は、設計標準使用期間を8年と算定しており、適切な点検をすることなく、この期問を超えて使 
用されまずと、経年劣化による発乂-けが等の事故に至るおそれびございまず。 

※設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記のく設計標準使用期間の算定の根拠 > 参照）の下で、 
適切な取扱いで使用し、適切な維持管理がおこなわれた場合に、安全上支障なく使用することびでさる 
標準的な期間として設計上設定される期間で、製品毎に設定されるものです。（消安法第32条の 3) 

一 力一無償保証期間 と は異なるちので ずのでごま意 < ださい。 

く設計標準使用期間算定の根拠> 

本製品の設計標準使用期間Iま、製造年月を始期とし、（社）曰本ガス石油機器工業会規格 JGKAS 目 
406「家庭用密閉燃焼式石油温風暖房機の標準使用条件及び標準加速モード並びにその試験条件」に基 
づさ政下の使用条件を想定して、当社において耐义試験等をおこなった結果算出された数値等に基づさ、 
経年劣化により安全上す障び生ずるおそれが著しくかないことを確認した時期を終期として設計標準 
使用期間を設定しております。 


項 目 

条件 

r 年間使用時間 

2.己00時間 

換気回数 

日.已回 /h 

暖房設定温度 

22む 


<ごま意ください！> 

•本製□ちを上記の標準的な使用条件を超える使用頻度や異なる使用環境でお使い頂いた場合においては、 
設計標準使用期間よりも早期に安全上支障を生じるおそれび多くなることび予想されますので、製 
品に表示している点検期間よりも早期に点検を受けましょラ。 

•具体的な点検期間は、当社サービス課 (0 己 2-822-1] 44) にお問い合わせください。 

•製品を目的がの用途で使用したり、業務用に使用されるなど、上記の標準使用条件と異なる環境で 
ご使用された場をも設計標準使用期間の到来前に経年劣化等による重大事故発生のおそれび高まる 
ことが予想されまずが、このようなご使用は、お控えいただくよラお願いいたします。 

【点検をおこなラ事業所の配置その他体制に関ずる事項】 

本製品の点検に関するお問い合わせは1；!下の連絡先よりお願いいたします。 

■株式会社トヨト三サービス課 
Tel :日已 2-822-1 144 
Fax : 052-822-2742 
•受付時間/平曰9 : 00-17 : 00 

※年末年始や夏休み等当社の休曰については、下記のアドレスからご覧いただけます。 
http;//www.t 日 yot 日 mi.ip/profHe/ofr に e/index.html 
•点横料をについて 

•点横費用は、お客様にご負担いただくこととなりまず。また点検の結果、整備び必要となった 
場合は別途整備費用び発生いたします。 

点検料金は技術料、出張料を含計した金額となります。なお点検料金の設定の基準は、下記の 
アドレスからご覧いただけまず。 
http://www.toyotomi.jp/tyouki/index.html 
.具体的な点検料金につをましては、上記の連絡先にてご確認いただけます。 

•点検等に関する事業所は、I お客様相誘意口一覽 1(別紙参照)に記載の支店*営業所になります。 


を k 





【点検の結果必要になると見込まれる部品の保有期間】 


1 

点検項目 

整備用部品 

口 お加ぶ 

保有期間 

(1) 燃焼制御装置 

炎検知装置 

1日年 

( S ) 安全装置 

対震自動消火装置 

1日年 

(3) 過熱防止装置 

パ'イメタルスイッチ 

10年 

(4) 給排気経路 

給排気筒、給排気管 

] 日年 

(己）燃焼状態 

熱交換器、点火ヒーター、燃焼リング 

1日年 


^上記部品は経年劣化により不具合が発生ずるおそれのある箇所に関する部品であり、補修用性能部 
品(製品の機能を維持ずるために必要な部品）とは異なりまず。 

なお補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年です。 

【本製品の清掃その他曰常的におこなうべき保守の内容及びそのち法1 

♦本製記を安全にご使用いただくためには、お客様においてを曰常的に清掃や安を確認をおこなって 
いただくよラお願いいたします。 

•本製品の取扱説明書 P 1 9 r 囚点横•手入れ」に記載のち法で清掃や安全確認をおこなってください。 
•清掃や異常を感じた場合の措置をおこなう際には、製品の運転スイッチを日 FF にして電源プラグを抜い 
てからおこなってくだごい。 

•本製品!の取扱説明書 P 26 「[[^故障•異常の見分けちと処置方法」に基づいて調べて異常び生じた場合 
は、直ちに使用を中止してお買いホめの販売店に連絡してください。 


ぶ 




圆故障.異常の見分けかたと処置方法 

修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の內容を確認してください。 
下表のよラなが態は故障ではありません。 


状 


能 


火 

消 

火 

時 

んぃ、 

焼 

時 


説 


明 


初めて使用するとを、けむりやにおいが出る。 

点火. 消火時に;「キシ S 音」がする。 

点火してちずぐ温風がでない。 

初曲て使用するときは、電磁ポンプの振動音 
が大さい。 

「カチカチ」時計のよラな音びする。 

燃焼筒皆熱交換器の一部びうず赤くホ熱する。 
とき■どを黄色い炎がでる。 


燃焼部に付着した油やほこりなどが焼けるためで 
す。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

不快な;令風を出さないためであり、ストーブ内部 
が暖まると自動的に出ます。 

ポンプ内に空気が混入しているためです。しばら 
くすると止まります。 

電磁ポンプの運転音です。 

異常ではありません。 

異常ではありません。 







故障 • 診断チ I ック表 


処置をおこなっても改善されない場合や原因が特定でをない場ちや該当する現象がない場合は、 
お買いホめの販売店までご連絡ください。 


''.''.'.''.'.'..'.' 常を ' 

原因 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

が 

点 

灯 

し 

な 

し、 

占 

ノい\ 
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し 

な 

い 

炎 
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大 

さ 

< 

な 

ら 

い 

苦 
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无 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

び 

に 

お 

う 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

又 

る 

置 

心 

巨 

油 

に 

じ 

み 

び 

あ 

る 

び 

び 

じ 

tV 

畏 

出 

る 

温 

風 

び 

出 

な 

い 

突 

然 

す 

て 

の 

フ 

ン 

プ 

び 

消 

え 

る 

処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









〇 

電源プラグをコンセントに 
差し込んでください 

停電した 

〇 





〇 

EE0 




〇 

停電復帰後点火し直してく 
ださい 

巧震自動消火装置が作 
動した 






〇 

が S 





定油圃器のリセットボタンを巧し 
てから巧点が操作をしてください 

油タンクに水び入って 
いる 


〇 

EW 

〇 



〇 
EE ら 





水混入のな油をすっかり 
抜いてください 

油タンクに好油がない 


〇 

EE? 




〇 

EEB 





灯油を入れてください 

不良灯油を使用した 


〇 

〇 

〇 







販売店までご相談ください 

省電力機能び作動しま 
した 










〇 

操作部のいずれかのボタンを押 
してください （10 ぺージ参照） 

配線不良がある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 


販売店までご相談ください 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 


// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 



// 

フレーム□ッド 不良 






〇 

EEB 





// 

電磁ポンプ不良 


〇 

がピ 

〇 

0 

〇 

〇 

EEB 





// 

点火 ヒーター 不良 


〇 

ら W 







1 


// 

排気筒接続不良 





〇 

EE3D 






排気筒の接続を確認してく 
ださい 


•燃焼中「カチカチ」音がずることがありまずが、霞臟ポンプの運乾音で異常ではありません。 
•表中のも弓表示は「デジタル表示」（エラー表示）を示しまず。 






画故障-異常の見分けかたと処置ち法 


•運転中に電源が切れました。 

•タイマー点乂待機中に電源び切れ •電源プラグの差し込みを確認し、再点火操 
ました。 作をしてください。 

(停電安全装置び作動） 


参ストーブに打油びさていません。 
•点乂安全装置び作動しました。 


•幻[油を入れてください。 

(「141使巧前の準備」 の I 給油の しかた I 参照） 

•原因不明の場含は、販売店まで連樵してください。 


•対震自動消火装置が作動しました。 


>作動した原因を取り除を、再点乂操作をし 
てください。 


拳ス I -ーブに灯油びきていません。 
•運転中に消火しました。 


♦灯油を入れてください。 

( 「凶 使用前の準備」 の跑 油のしかた I 参照） 

♦原因不明の場含は、販売店まで連絡してください。 


♦燃焼用送風機が故障しました。 


♦販売店まで連絡してください。 


参過熱防止装置が作動しました。 


♦本体温度が充分下がるのを待って、フアン 
フィルターを掃除し、再点火操作をしてく 
ださい。 


•バーナーヴーミスタが断線しました。 
•パ'—ナー巧に巧油がたまりました。 


•販売店まで連絡して < ださし、。 


•着火 S スを 3 回しました。 


♦販売店まで連絡してください。 


•排気簡びはずれました。 


♦排気筒を点検して接続を確認し、再点火操 
作をしてください。 


•室温が 36 ごしソ上になりました。 
♦ルームヴー S スタの取り付け位置 
びよ <ぁりません。 


>ルームサー5スタの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させて<ださい。 


>室温が一1日む下になりました。 
>ルームヴ… S スタの不良、断線、 
まには配線抜けです。 


•販売店まで連絡してくだごい。 


全消灯 


•省電力機能び作勤しました。 


•操作部のいずれかのボタンを押してくださ 
し）。 


エラー表示 I 原_:___ 処置方法 


ス I -ーブの運転中に異常び起こり消乂しに場合、下記のよラに、デジタル表示部に 「エラー表示」 しますので 
処置をしてくださし、。 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


0囚因应图回回图图囚臣 
画图图图图国画画國白 □ 








四部品交換のしかた 


A 注意 


★分解修理の禁止 

故障、破損したら使用しないでください。 
不完全な修理は、危険でず。 


分解禁止 


短期間に消耗する部品は特にありませんが、ガラス炎筒、定油面器、燃焼リング、電磁ポンプ、点火 
ヒーター、パッキンなどの交換部品び必要な場合は、お買い求めになった販売店にご相談ください。 

女部品交換の隙は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品(外を使用して万一故障が 
事故が発生した場合、当社は責任を負いかねまず。 

不完全な修理は危険でず。修理をお受けになる場合は、財団法人日本石油燃焼機器お守協会でおこな 
う技術管理講習会修了者(ちミ由機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


画保管(長期間使用しない場合） 

•ストーブを保管する場合は、 「回点検•手入れ J の項を参照して、ス[^ーブの手入れをしてから保 
管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

•格納•保管場所は、湿気■火気■高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかもストーブ 

の上には重量物をのせたり、人が乗ったりしないよ5配慮してください。 

V___ J 

1 ス I -ープを長期間使用しないで保管するとをは、必ず電源プラグをコンセントか5抜き、ミ由タンクの 
ノ（ルブを閉めてください。 

2 ストーブを使用ずる季節げ終り格納するときは、ミ由タンクのロミ由を市販の給油ポンプで全部抜き取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して打ミ由で洗浄してください。 

( 「17隔検•手入れ」 の 居通面器のストレーナ I 参照) 

/-お願い-^ 

油タンクの灯油を巧くときは、送油管の口油を完全に抜いてください。'打ミ由が残っていると裂シーズ 

ンに使用するとき、つまって打油が流れなくなります。 

\ _ / 

〇ス I -ーブやミ由タンクの表面をふいてください。 

^ ♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤で汚れを取り、乾いた巧で水気をふを取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおや曲ください。塗装び変色した0、危険でず。 

4本体にほこりげたまらないよう、適当なカバーをかけて<ださい。 

5附属品と「取扱説明書」-「工事説明書」-「保証書」ら紛失しないよう同時に保管してください。 


ぶ 






トランス 


電源 て） 黒' コ 




同圧管 



■送油経路図 


■配線図 



電礎ポンプ 


巧仕様 


型式の呼び 
種 療 

里_ お 方式 
使_用_燃_料 


FQ - 70己 C _ 

カロ熱機能巧密閉式_石油スト-ブ • ポット式•強制給排 気形•強制 対流形 
電気点火 
な油 （ JIS 1 号） 


燃 焼_化_態 


最 大 


取 _ ( J 、 


燃料消費量 
置_ 邀 量 

熱 交を 亭 

暖_房_出_力 


8.14 kW (日. 791 L / h ) 
293日 OkJ/h 
86 . 0 % 

7.0 kW 


2.04 kW (0.198 L / h ) 
7334 kJ/h 
86 .日％ 

1.7 已 kW 


外形 寸 


重邏電圧及び周舉数 

定格消費電力 

給排_^筒の型式の呼び 
1含排気筒の呼び径 
給排気筒の壁鬟通 部の孔径 
排 気 温 置 
電流ヒューズ 
全.装置 


附 


屬 


法，高さ 745 mm •幅 840 mm •奥行45日 mm (置台を含む） 

誓 43 k 邑 

100 V 50/60 HZ 

点乂時260/26日 W 燃焼時 45/44 W 待機時日.日/ 0.5 W 
最大 6 95/695 W (点火巧期時に短時間発生) _ 

FFP - 32日 

□39 _ 

7り〜8日 mm __ — 

26〇|むじ i 下 
己 A 

巧震宣動消火藝置•南火安全装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置 • 燃焼制御装置_ 
’置台 （1 個）•壁固定金具 （1 セット）•標準給排気筒セット （1 セット）•天板ガード （1 個 ）I 
品’木ねじり本）•コム製送油管 （ Im )(1 本）•ホ-スバンド （2 個）•トレイ （1 個）- 
オーブン取手 （1 個）•タッピンねじの本）•擬木 （3 本）•擬木案の （1 個） 


茶赤檔黄 













故障•修理の際の連絡先 

アフターサービスについてわからない場含は、お買いホめの販売店、または、 
紙参照）までお問い合わせください。 


お客様ホ目談窓口一農（別 


ぶ 


圆アフターサービス 

，保 f 正について^ 

•添付しておりまず保証書は販売店で所定事頂を記入してお渡ししまずので、お受け取りくださし、。言己 
載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買いホめの曰より T 年間です。 

i 修理を依頼するとを^ 

• r 国] 故障•異常の見分けかたと処置方法」 に従って、お調べください。直らないとさは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラグを抜いてから、お買いホめの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただをたい内容は次の通りでず。 

①品名… FF 式石油暖房磯(密閉式石油ストーブ） 

© 型式の呼び… FQ- 7 日日 C 

③ お買い求め年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ，おところ，電話番号 

♦修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただき 
9 〇 

•保証期間が過ぎているとをは、修理ずれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
をます。 

•修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事頂-ミ主意事項および通常使用に反し 

て使用された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 

\___/ 

補修用性能部品について 

•密閉式 〔FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後 7 年です。 

♦補修用性能部品とは、製品の磯能を維持ずるた故に必要な部品でず。 

転居される場合 

•このス I ブは電源周波数 日日、 目 日 Hz とち同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でもそのままお使いいただけますが、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要ですので別紙の お客様相談窓口一覽~1 までご相談ください。 












圆据付け-移設について 

据付け-移設工事は販売店に依頼ずる— 

•据付けや移設工事は版売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないで<ださい。 

焉诗13^所の選定及び標準据付け例 ~~ 

♦据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する巧術基準などの法令の基準がありまず。工事説明 
書の r ち全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

•標準据付け例については工事説明書を参照してください。 



•積雪のをい地ちでは、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こずことがあります。 


_ 据付け後の確認 _ 

•据付けが終りました5、もう一度、工事説明書の「ま全のために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け5れているかどうかを確認してください。 


私 

















•試運乾は、販売店又は据付業者とご一緒に必ずおこなってくださし、。 


1 r 巧 使用前の準備」 の I 総由のしわ勺 司 、 点乂前の準備と確認 I に従って運転準備をしてください。 

1•「巨;使いかた」 に従って運転させてください。 

2初期運酷時の異常現象 

•ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におし、 
や煙が出る場合があります。 

このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取巧け場所より離れた巧）を少し開け、半曰か5 
1曰程度、「強」運転をしてください。 

♦送油管の途中が山おになったり、もつれたりしていまずと、送油管の中に空気がたまって油が流れ 
ないことびありまず。 r 向^使用前の進倫 I の I 給ミ由のしかた I 無犯 k わがあみ i が# にがって炭油管の中 
の空気を抜いてくださし、。 


正常運転の目ち 

•正常運転時のバーナーの炎の色は、黄火びときどきまじる青炎です。 


消乂の手順 


>「|己 I 使いかた」 の 区肖乂のしかがに 従って消火操作をしてくださし、。 






お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


/ 

型 式 

FQ -70 BC 

お買いホめ年月日 

年 

月 

\ 

曰 

お買いホめ店名 

V 


(電話番号） ( 

) 

— 

ノ 


株式会社 i-ai-s 

本社 〒467-08己曰 

名古屋市瑞穂区桃園町日番17号 
ブ J— コール 0] 20-104-1 54 
TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 





